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東
京
で
は
だ
し
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
明
治
34
年
。

柳
田
國
男
の『
明
治
大
正
史 

世
相
篇
』に
よ
る
と
、「
主

た
る
理
由
は
非
衛
生
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
い

わ
ゆ
る
対
等
条
約
国
の
首
都
の
体
面
を
重
ん
ず
る
動

機
も
（
略
）
働
い
て
い
た
」
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
都
市
や
国
家
の
体
面
か
ら
生
活
環
境

の
向
上
が
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
39
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
訪
日
客
の
印
象
を
良
く
す

る
た
め
、
今
や
当
た
り
前
の
定
期
的
な
ご
み
収
集
等

が
始
ま
り
、
首
都
の
衛
生
状
態
が
大
き
く
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
令
和
3
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
法
改
正
に
よ
り
、
先
進
国
の
中
で
規
制
が
緩
か
っ

た
受
動
喫
煙
対
策
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
諸
外
国

に
立
ち
遅
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
予
約
や
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス

等
、
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
普
及
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

逆
に
急
速
に
進
む
こ
と
へ
の
危
う
さ
も
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
現
状
で
は
、
高
齢
者
等
、
ネ
ッ
ト
へ
の
順
応

が
難
し
い
人
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々

が
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
の

下
で
普
及
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

先
進
国
の
体
面
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研

修
・
防

災

訓

練

９
世
紀
初
頭
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
神
殿
は
、
高
さ

25ｍ
、
９
層
の
基
壇
を
も
ち
、
マ
ヤ
文
明
の
建
築
技
術
の
高

さ
を
示
す
建
造
物
で
す
。

写
真
左
下
の
蛇
頭
ク
ク
ル
カ
ン
に
連
な
る
階
段
側
面
は
、

年
に
２
回
春
分
と
秋
分
の
日
に
、
日
影
に
よ
り
羽
が
出
現

し
た
よ
う
に
見
え
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
マ
ヤ
天
文
学
の

粋
が
集
ま
って
い
ま
す
。

大
神
殿
エ
ル
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ

「
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ツ
ァ
ー
／
メ
キ
シ
コ
」

表
紙
写
真
の
解
説

施
設
長  

谷
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施 設 のご 案 内

TEL.075-431-1513
FAX.075-431-1514
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千本釈迦堂

京都駅方面より
市バス6・206・50系統

四条河原町方面より
市バス46・59・201系統
「千本今出川」バス停

下車徒歩3分

MAIL. nishijin-ikoi@kitano-kenjukai.or.jp

お問合せはこちらまで
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五辻通

西陣憩いの郷

今出川通

相馬病院

七
本
松
通北

野
天
満
宮

卍

N

介護スタッフ募集中
詳細はお問い合わせください。

西
陣
憩
い
の
郷
だ
よ
り
38
号
を
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、敬
老
の
日
に「
ご
長
寿
の

お
祝
い
」を
施
設
行
事
と
し
て
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。本
誌
５
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
当
施
設
に
ご
入
居
さ
れ
て
い
る
100

歳
以
上
の
方
５
名
に
理
事
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
、お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
も
施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
入
居

者
様
の
ご
様
子
等
、広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）を
通
じ
て
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
広
報
誌
担
当
）

介護サービスの質の向上に向け、外部講師を招いて虐待防止やメ
ンタルヘルスに関する研修、他にも施設職員が中心となり、お看取り
や食中毒予防に関する研修等幅広い内容の研修を実施しています。
また、非常時に備えた避難訓練やBCPシミュレーション訓練も実施

いたしました。

寄付金のお願い
　「西陣憩いの郷」を運営する社会
福祉法人北野健寿会では事業所の
修繕事業やサービス内容の向上、
また、地域貢献活動を進めるにあ
たり皆様からのご寄付を受け付け
ております。
　尚、お寄せいただいた寄付は寄
付金控除の対象となります。
ぜひご支援を賜りますようお願い
申し上げます。
　また、ご退居時以外の職員への
菓子類等のお心づけはお断りさせ
ていただいております。合わせてお
願いいたします。

担当　事務長　西川

施設ケアマネによる看取り研修
当法人評議員の兼松豊講師による

「人間関係論」の研修

排泄に関する研修

避難訓練の様子 外部講師による身体拘束廃止・高齢者虐待防止に関する研修

外部講師によるメンタルヘルス研修

5F 介護担当
平野 純子

6F 介護担当
茂手木 清美

5F 介護担当
田端 三喜子

看護担当
桶口 信代

新 入 職 員 10月31日現在

よろしくお願いいたします！
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令
和
７
年
６
月
４
日
開
催
の
理
事
会
及
び
同

年
６
月
22
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て「
令
和

６
年
度
事
業
活
動
報
告
」
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
１　
施
設
経
営
の
状
況

　

令
和
６
年
度
の
居
室
稼
働
率
は
、介
護
人
材
不

足
等
の
影
響
に
よ
り
、
長
期
入
所
78
・
２
％
、
短

期
入
所
45
・
４
％
に
止
ま
り
、
令
和
５
年
度
の

89
・
４
％
を
更
に
下
回
る
施
設
開
設
以
来
、
最
低

の
75
・
８
％
ま
で
低
下
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
収
益
は
、
４
億�

７
，６
１
８
万
円
に
ま
で
激
減
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
活
動
費
用
は
、物
価
高
騰
や
人
材
確

保
に
伴
う
費
用
が
発
生
し
た
も
の
の
、
職
員
数

の
減
少
と
、
経
費
節
減
に
も
努
め
、
前
年
度
を
約�

２
，０
０
０
万
円
下
回
る
５
億
３
，４
３
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
と
お
り
、
収
益
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
、
令
和
６
年
度
の
経
常
増
減
差
額
は
▲�

５
，
７
７
７
万
円
、
経
常
増
減
差
額
比
率
は
▲

12
・
２
％
と
平
成
17
年
開
所
時
か
ら
初
め
て
の
赤

字
決
算
に
陥
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。（
平
成
26

年
度
の
大
規
模
修
繕
実
施
年
度
を
除
く
。）

　
２　
介
護
人
材
の
確
保
と
育
成

⑴　
人
材
確
保
の
取
組
み　

　

�　

離
職
者
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
12
名
か
ら

７
名
に
減
少
、
離
職
率
は
、
前
年
度
の
29
・
４

％
を
下
回
る
15
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

�　

し
か
し
、
新
規
採
用
者
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
同
様
、
新
卒
者
の
応
募
が
な
く
、
中
途
採
用

者
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、近
年
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
公
的
な
就
職
説
明
会
か
ら
の
応
募

は
ほ
と
ん
ど
無
く
、人
材
紹
介
会
社
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

な
楽
し
み
で
あ
り
、ま
た
生
活
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
で
も
あ
る
た
め
、
毎
月
、
昼
食
の
カ

レ
ー
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、
間
食
の
蒸
し
パ
ン
、

プ
リ
ン
ア
ラ
モ
ー
ド
な
ど
、入
居
者
自
身
が
共
に

料
理
作
り
に
参
加
し
、料
理
の
香
り
や
楽
し
い
食

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
旬
の
食
材
を
使
用
し
、祇
園
祭
や
春
分
の

日
な
ど
に
お
弁
当
を
提
供
、
お
せ
ち
料
理
、
ク
リ

ス
マ
ス
、
節
分
、
ひ
な
祭
り
等
の
行
事
食
を
提
供

し
、食
事
を
通
し
て
季
節
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
６　
入
居
者
の
健
康
管
理
に
対
応
す
る 

　
　
　
医
療
的
支
援

⑴�　

入
居
者
を
医
療
面
で
支
援
す
る
た
め
、施
設

医
の
週
32
時
間
勤
務
体
制
を
確
保
し
つ
つ
、入

居
者
の
発
熱
等
、急
変
時
は
施
設
医
と
協
力
医

療
機
関
で
あ
る
相
馬
病
院
と
が
連
携
し
必
要

な
医
療
に
繋
げ
ま
し
た
。

⑵　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況

　

�　

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
入
所
者
15
名
、職

員
28
名
の
感
染
が
あ
り
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も

単
発
で
の
感
染
に
留
ま
り
、施
設
内
で
ク
ラ
ス

タ
ー
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑶�　

誤
薬
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、介
護
職
員
が

間
違
い
を
起
さ
な
い
よ
う
な
「
配
薬
ボ
ッ
ク

ス
」
の
工
夫
や
、
従
来
か
ら
の
「
声
出
し
・
指

さ
し
確
認
」
に
加
え
、薬
袋
に
印
字
さ
れ
て
い

る
入
居
者
氏
名
の
箇
所
に
サ
イ
ン
ペ
ン
で
ラ

イ
ン
を
引
き
、服
薬
直
前
に
再
度
入
居
者
違
い

が
な
い
か
を
確
認
し
、誤
薬
事
故
防
止
に
向
け

て
、安
全
で
確
実
な
薬
の
服
用
を
支
援
し
ま
し

た
。

⑷�　

褥
瘡
予
防
対
策
と
し
て
、適
切
な
ク
ッ
シ
ョ

ン
選
び
や
適
正
な
使
用
方
法
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
を
行
い
、褥
瘡
発
生
を
予
防
す
る
と
と
も

に
、
安
楽
な
睡
眠
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
、
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
に
努
め
、
外
科
・
皮
膚
科
の
往
診
と
適
切

な
処
置
に
よ
る
治
療
の
継
続
に
努
め
ま
し
た
。

※�　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
の
全
文
に
つ
い
て

は
、西
陣
憩
い
の
郷
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

介
護
人
材
の
確
保
は
、観
光
業
や
製
造
業
等

の
一
般
企
業
が
軒
並
み
大
幅
な
賃
上
げ
を
実

施
し
て
お
り
、
益
々
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

⑵　
人
材
の
育
成

　

ア�　

受
講
し
た
職
員
の
配
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
「
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
実

地
研
修
に
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ�　
「
高
齢
者
虐
待
防
止
」、「
身
体
拘
束
適
正

化
」、「
感
染
症
防
止
」
等
の
法
定
研
修
を
年

間
計
画
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、コ

ロ
ナ
禍
で
未
実
施
で
あ
っ
た
、消
防
署
か
ら

の
派
遣
を
受
け
た
夜
間
発
生
想
定
の「
消
防

訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ウ�　

令
和
６
年
度
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
国
の
設
置

基
準
と
な
っ
た
「
感
染
症
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
等
）発
生
時
に
お
け
る
業
務
継
続
計

画
」、「
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る
業
務
継

続
計
画
」
に
沿
っ
た
研
修
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
訓
練
を
、実
際
の
感
染
症
発
生
時
や
災

害
時
を
想
定
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　
３　
特
養
入
居
者
の
概
況

⑴�　

平
均
年
齢
は
94
・
８
歳
。
最
高
齢
は
１
１
３

歳
、最
年
少
は
76
歳
。
平
均
要
介
護
度
は「
３
・

９
」
で
近
年
、
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
居
者
全
員
に
何
ら
か
の
認
知
症
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。
日
常
生
活
自
立
度
が
「
Ⅲ
」
以

上
の
重
度
の
方
が
44
名
と
、入
居
者
の
約
５
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

⑵�　

令
和
６
年
度
の
入
退
居
者
数
は
退
居
さ
れ

た
方
が
39
名
、
入
居
さ
れ
た
方
は
35
名
で
し

た
。
ま
た
、
入
居
期
間
は
３
年
未
満
が
、
概
ね

7.5
割
。
最
長
入
居
期
間
は
、13
年
11
箇
月
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
４　
介
護
の
状
況

　

入
居
者
の
人
権
を
守
り
、
安
全
で
快
適
に
、
そ

の
人
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、個
々
の

好
み
と
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
た「
24
時
間
シ

ー
ト
」
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
推
進
し
、

個
別
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
専
門
的
知
識
・
高
度

な
介
護
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
意
欲
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
制
限
し
て
い
た
ご
家
族

と
の
面
会
・
外
出
制
限
を
大
幅
に
緩
和
し
、
ご
家

族
と
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、入

居
者
の
方
に
よ
り
安
心
で
寛
い
で
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。

⑴�　
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）・ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
分

析
／
評
価
）に
基
づ
い
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
る

支
援
の
実
施

⑵�　
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得

　

�　

認
知
症
の
方
の
行
動
に
は
、ご
本
人
な
り
の

理
由
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
原
因
を
探
り
、

ご
本
人
に
と
っ
て
安
心
な
生
活
を
提
供
し
、ま

た
、職
員
に
は
研
修
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通

し
認
知
症
へ
の
知
識
の
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

⑶　
高
齢
者
虐
待
防
止
の
取
組

　

ア�　
「
高
齢
者
虐
待
防
止
の
た
め
の
指
針
」
の

整
備

　

イ�　

外
部
の
専
門
家
を
加
え
た「
虐
待
防
止
対

策
委
員
会
」
の
設
置
・
定
期
開
催

　

ウ�　

虐
待
防
止
研
修
の
充
実

　

エ�　

全
職
員
に
対
す
る
月
１
回
の「
虐
待
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
の
活
用

　
�　

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
引
き
続
き
、
適
切
な
入

居
者
処
遇
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

⑷　
事
故
の
無
い
、安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
提
供

　

�　

事
故
の
発
生
は
、
ご
入
居
者
・
ご
家
族
に
多

大
の
不
安
を
与
え
、
施
設
の
信
頼
を
失
い
か

ね
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
」
報
告
書
の
活
用
・
定
着
化
を
全
フ
ロ
ア
で

進
め
、常
に
緊
張
感
を
持
ち
介
護
業
務
に
当
た

る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
ア　
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

　
　

�　

令
和
６
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は
、

２
６
０
件
と
前
年
度
と
比
較
し
20
件
減
少

し
ま
し
た
が
、居
室
内
で
過
ご
さ
れ
て
い
る

時
や
職
員
が
他
の
入
居
者
の
介
助
に
従
事

し
て
い
る
最
中
に
発
生
し
た
「
自
己
転
倒
」

と
「
自
己
ず
り
落
ち
」
が
事
故
の
約
3.5
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
　

�　

全
室
個
室
で
、入
居
者
の
ほ
と
ん
ど
に
認

知
症
状
が
あ
る
当
施
設
に
お
い
て
、こ
の
よ

う
な
密
室
に
近
い
状
況
下
で
、発
生
す
る
事

故
を
す
べ
て
防
止
す
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
す
が
、
当
施
設
で
は
、
そ
の
防
止
を
目

指
し
事
故
報
告
書
の
集
計
・
分
析
を
行
い
、

ま
た
各
階
の
介
護
職
で
構
成
す
る
事
故
防

止
班
を
中
心
に
、入
居
者
の
認
知
症
状
を
把

握
し
た
う
え
で
、
行
動
パ
タ
ー
ン
の
観
察
・

分
析
・
予
見
を
重
ね
、
情
報
共
有
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族
様
へ
相
談
、
協

力
を
得
な
が
ら
居
室
内
の
動
線
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
イ　
京
都
市
へ
の
重
大
事
故
報
告

　
　

�　

前
年
度
と
同
数
の
６
件
で
、
報
告
内
容

は
、
居
室
内
や
リ
ビ
ン
グ
内
で
の
自
己
転

倒
、
外
傷
発
見
で
、
す
べ
て
骨
折
事
故
で
し

た
。

　
ウ　
今
後
の
取
組

　
　

�　
「
事
故
発
生
防
止
の
た
め
の
指
針
」
に
則

り
、「
事
故
防
止
委
員
会
」
に
よ
る
検
証
・

分
析
と
再
発
防
止
策
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
事
故
防
止
班
が
主
体
と
な
り
、
服
薬
漏

れ
、誤
薬
投
与
の
事
故
分
析
や
職
員
研
修
を

開
催
し
、情
報
共
有
と
職
員
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑸　
看
取
り
ケ
ア
の
推
進

　

ア�　

令
和
６
年
度
中
に
施
設
内
で
看
取
っ
た

方　

21
名

　

イ�　

令
和
６
年
度
末
現
在
の
看
取
り
ケ
ア
対

応
者　

４
名

　

エ�　

看
取
り
ケ
ア
で
退
所
後
は
、
介
護
職
、
看

護
師
だ
け
で
な
く
施
設
医
も
含
め
た
多
職

種
で
振
り
返
り
を
行
い
、次
の
支
援
に
向
け

た
「
看
取
り
ケ
ア
」
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

　
５　
給
食
・
栄
養
の
状
況

楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
組

　

入
居
者
に
と
っ
て
食
事
は
１
日
の
中
で
大
き

令
和
６
年
度 

事
業
報
告（
概
要
）

社
会
福
祉
法
人

　
北
野
健
寿
会

（単位：円）

資　産　の　部
勘定科目 当年度末 前年度末 増　減
流動資産 137,929,294 211,918,893 △73,989,599 

現金預金 63,697,805 135,379,825 △71,682,020 
商品券 40,000 0 40,000 
事業未収金 72,810,533 75,904,686 △3,094,153 
未収金 65,000 70,000 △5,000 
立替金 717,720 269,504 448,216 
前払費用 598,236 294,878 303,358 

固定資産 1,157,773,836 1,188,249,462 △30,475,626 
基本財産 1,035,241,572 1,067,081,352 △31,839,780 
　土地 549,000,000 549,000,000 0 
　建物 486,241,572 518,081,352 △31,839,780 
その他の固定資産 122,532,264 121,168,110 1,364,154 
　構築物 3,455,953 5,077,543 △1,621,590 
　車輌運搬具 3 3 0 
　器具及び備品 18,803,863 14,004,565 4,799,298 
　有形リース資産 15,497,351 12,060,401 3,436,950 
　権利 119,000 119,000 0 
　出資金 10,100 10,100 0 
　無形リース資産 1,568,160 2,352,240 △784,080 
　長期貸付金 167,760 249,380 △81,620 
　施設設備整備積立預金 82,000,000 87,000,000 △5,000,000 
　長期前払費用 910,074 294,878 615,196 

資産の部合計 1,295,703,130 1,400,168,355 △104,465,225 
（単位：円）

負　債　の　部
勘定科目 当年度末 前年度末 増　減
流動負債 94,395,755 113,337,550 △18,941,795 

　短期運営資金借入金 30,000,000 30,000,000 
　事業未払金 26,571,618 30,883,357 △4,311,739 
　１年以内返済予定設備資金借入金 20,760,000 66,180,000 △45,420,000 
　１年以内返済予定リース債務 4,276,800 3,142,920 1,133,880 
　預り金 227 △227 
　職員預り金 1,787,337 2,131,046 △343,709 
　賞与引当金 11,000,000 11,000,000 0 

固定負債 151,673,810 170,674,910 △19,001,100 
　設備資金借入金 38,180,000 58,940,000 △20,760,000 
　長期運営資金借入金 100,000,000 100,000,000 0 
　リース債務 13,493,810 11,734,910 1,758,900 

負債の部合計 246,069,565 284,012,460 △37,942,895 
純　資　産　の　部

基本金 242,055,000 242,055,000 0 
　第一号基本金 242,055,000 242,055,000 0 
国庫補助金等特別積立金 157,261,417 166,006,043 △8,744,626 
その他の積立金 82,000,000 87,000,000 △5,000,000 
　施設設備整備積立金 82,000,000 87,000,000 △5,000,000 
次期繰越活動増減差額 568,317,148 621,094,852 △52,777,704 
　（うち当期活動増減差額） △57,777,704 9,991,756 △67,769,460 

純資産の部合計 1,049,633,565 1,116,155,895 △66,522,330 
負債及び純資産の部合計 1,295,703,130 1,400,168,355 △104,465,225 

（単位：円）

勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
　
益

介護保険事業収益 476,135,242 566,320,605 △90,185,363 
経常経費寄附金収益 45,000 200,000 △155,000 
　サービス活動収益計（１） 476,180,242 566,520,605 △90,340,363 

費
　
用

人件費 367,188,168 385,151,883 △17,963,715 
事業費 69,074,191 74,597,556 △5,523,365 
事務費 64,996,976 63,156,026 1,840,950 
利用者負担軽減額 337,125 483,889 △146,764 
減価償却費 41,506,114 40,194,354 1,311,760 
国庫補助金等特別積立金取崩額 △8,744,626 △8,749,731 5,105 
　サービス活動費用計（２） 534,357,948 554,833,977 △20,476,029 

サービス活動増減差額（３）＝（１）－（２） △58,177,706 11,686,628 △69,864,334 
サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
　
益

受取利息配当金収益 171,484 39,902 131,582 
その他のサービス活動外収益 2,602,124 1,521,026 1,081,098 
　サービス活動外収益計（４） 2,773,608 1,560,928 1,212,680 

費
　
用

支払利息 1,114,194 1,982,836 △868,642 
その他のサービス活動外費用 1,259,412 1,272,964 △13,552 
　サービス活動外費用計（５） 2,373,606 3,255,800 △882,194 

サービス活動外増減差額（６）＝（４）－（５） 400,002 △1,694,872 2,094,874 
経常増減差額（７）＝（３）＋（６） △57,777,704 9,991,756 △67,769,460 

特
別
増
減
の
部

収
益特別収益計（８） 0 0 0 
費

　
用

固定資産売却損・処分損 0 0 0 
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） 0 0 0 
特別費用計（９） 0 0 0 

特別増減差額（10）＝（８）－（９） 0 0 0 
当期活動増減差額（11）＝（７）＋（10） △57,777,704 9,991,756 △67,769,460 
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12） 621,094,852 611,103,096 9,991,756 
当期末繰越活動増減差額（13）＝（11）＋（12） 563,317,148 621,094,852 △57,777,704 
基本金取崩額（14） 0 0 0 
その他の積立金取崩額（15） 5,000,000 0 5,000,000 
その他の積立金積立額（16） 0 0 0 
次期繰越活動増減差額（17）＝（13）＋（14）＋（15）－（16） 568,317,148 621,094,852 △52,777,704 

貸 借 対 照 表
（令和7年3月31日現在）

事 業 活 動 計 算 書
（自 令和6年4月1日　至 令和7年3月31日）

新役員体制のお知らせ

理事
　相馬　隆人（理事長）
　置田　文夫
　相馬　　靖
　飛田　収一
　吉村　　康
　谷利　康樹（常務理事・施設長）
監事
　北川　展之
　小林　由香

評議員
　兼松　　豊
　寺田奈都子
　中埜　公江
　中村　紀之
　藤田　寛蹊
　森　　啓高
　横井　　康
　余根田　保
苦情解決のための第三者委員
　兼松　　豊
　中村　紀之

　新役員体制の下、引き続き安定した経営と入居者・利用者様には
安全で快適なサービスの提供に努めて参りますので、どうぞ今後とも
よろしくお願いいたします。（法人事務局）

令和７年６月に当法人の理事・監事・評議員の改選があり、新体制に
ついてお知らせいたします。



令和7年7月7日 七夕 令和7年6月30日 水無月 令和7年6月15日 父の日

令和7年9月15日 敬老の日 令和7年8月16日 大文字 令和7年7月19日 土用の丑 令和7年7月17日 祇園祭

行事のご報告

特別養護老人ホーム

西陣憩いの郷

行
事
食
の

ご
紹
介

栄
養
管
理
担
当
よ
り

2025年5月～

NPO法人アンビシャ
ス様による

ドッグセラピー

外部ボランティアによる
ギターレク

NPO法人伝統芸能杉本組様による石見神楽レク
　
９
月
15
日
、敬
老
の
日
に
100
歳

以
上
の
ご
入
居
者
様
５
名
と
そ

の
ご
家
族
様
を
お
迎
え
し
、長
寿

の
お
祝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

その他にも喫茶レクや書道レク等いろいろなレクリエーションや献立も
随時HPやSNSにアップしていきますので、ご覧ください。

ご長寿の
　　　お祝い

メニュー：
レンコンご飯／鶏肉の梅肉焼き
瀬戸内レモンのカジキカツ
きゅうりとみょうがの和え物
ピーマンと平天の山椒炒め
黄金漬け／清まし汁

メニュー：
たらこふりかけご飯／七夕そうめん
にしん茄子／星形しんじょうの煮物
七夕ゼリー

メニュー：枝豆ご飯／湯引き鱧
鶏肉のはちみつしょうゆ焼き
長いものカレー揚げ
ピーマンと人参の厚焼き玉子
冬瓜のカニあんかけ
青かっぱ漬け／赤だし

メニュー：
うなぎ丼／菊菜の湯葉和え
茶碗蒸し／赤だし

メニュー：みょうがの香りご飯
白身魚の南蛮揚げ
茹で豚の胡麻ソース
茄子とベーコンのトマト煮
夏野菜と玉子のサラダ
黄金漬け／清まし汁

メニュー：
栗赤飯／鶏肉の幽庵焼き／エビフライ
千草玉子の吹き寄せあんかけ
キャベツときのこの青じそナムル
さつま芋のはちみつレモン

メニュー：間食
普通：水無月

レク班に
よる

夏祭り

HP5 4
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「入居者様・ご家族様アンケート」（令和6年度）の集計結果について

1　アンケート調査について

2　アンケート結果の概要について

3　要点及び対応

　令和６年度分として実施した「入居者様・ご家族様アンケート」結果について、以下のとおりご報告します。

⑴　回答時期
（参考例）

安心感 清潔感 快適感 話しやすさ 専門的知識食事の
満足度

行事の
満足度

情報提供の
満足度

言葉遣い
・態度

長

　期

短

　期

令和7年4月15日～同年５月10日

⑵　調査状況
長期
短期

配布数
８５件
20件

回答数
6１件
１0件

回答率
71．8％
５0．0％

1
2
3
4
5
6

たいへん感じる
おおむね感じる
どちらともいえない・わからない
あまり感じない
まったく感じない
未選択

100%

好意的回答

90%

10%

90%

10%

90%

10%

90% 40%

20%

20%

20%10%

90%

10%

90%

10%

90%

10%

80%

20%

97% 98% 93% 93% 90% 90%84%

8%
7%

4%1%3% 3%
4%

2%
5%

1%
2%
7%

1%
2%
7%

2%

52%

10%

34%

どちらともいえない

否定的回答

未選択

西 陣 憩 い の 郷 開 所 20 周 年 記 念 事 業
　
さ
る
９
月
13
日
、施
設
職
員
に
よ
る
事

例
研
究
発
表「
当
施
設
に
お
け
る
看
取
り

介
護
に
つ
い
て
」、精
神
科
医
で
あ
る
松
本

一
生
先
生
に
よ
り
ま
す
記
念
講
演「
地
域

で
認
知
症
と
生
き
る
」を
、京
都
信
用
金

庫
西
陣
支
店
に
て
行
い
ま
し
た
。

【
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
病
気
】　

　
私
が
医
者
に
な
っ
た
時
代
に
は
、認
知

症
は「
特
別
な
人
」
が
な
る
「
特
別
な
病

気
」で
、罹
っ
て
し
ま
っ
た
ら
周
囲
か
ら
は

気
の
毒
だ
と
思
わ
れ
る
印
象
が
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
今
や
、認
知
症
は
家
族
や
身
近

な
人
、将
来
誰
が
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

病
気
だ
と
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
認
知
症
予
防
は
生
活
習
慣
と
の
関
係
性

が
深
く
、日
ご
ろ
か
ら
の
生
活
が
大
事
で

す
。な
っ
た
ら
も
う
終
わ
り
や
と
い
わ
れ
て

き
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。な
っ
て
か
ら
が
勝
負
で
す
。

　
私
は
35
年
間
で
約
１
万
３
，０
０
０
人
の

認
知
症
の
方
を
診
て
き
ま
し
た
。そ
の
カ

ル
テ
の
統
計
か
ら
も
状
態
が
安
定
し
て
い

る
と
認
知
症
の
悪
化
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と

は
確
か
で
す
。い
ろ
ん
な
薬
や
治
療
法
が

で
て
き
ま
し
た
が
、周
囲
の
ケ
ア
に
よ
っ
て

病
気
が
悪
く
な
ら
な
い
と
い
う
特
徴
も
あ

り
ま
す
。

【
認
知
症
の
種
類
と
特
徴
】

　
認
知
症
の
種
類
は
ひ
と
つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
一
番
多
い
の
が「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
」で
、60
〜
70
％
の
方
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。脳
の
海
馬
と
い
う
部
分
が
縮
ん

で
い
き
ま
す
。今
ま
で
関
心
を
示
し
た
こ

と
に
関
心
や
興
味
が
な
く
な
っ
た
時
が
一
番

要
注
意
で
す
。

　
次
は「
脳
血
管
性
認
知
症
」で
、脳
の
中

の
細
か
な
髪
の
毛
の
細
さ
く
ら
い
の
毛
細

血
管
が
す
こ
し
ず
つ
詰
ま
っ
て
い
く
。い
つ

の
間
に
か
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
い
く

の
が
脳
血
管
性
認
知
症
で
、15
〜
20
％
を

占
め
て
い
ま
す
。穏
や
か
な
方
が
突
然
怒

り
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
ら
こ
の
認
知
症
を

疑
う
必
要
が
あ
る
。

　
三
番
め
は「
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
」

で
、特
徴
は
幻
が
見
え
た
り
し
ま
す
。ま
た

足
が
１
秒
間
に
３
、４
回
震
え
、手
足
が
出

に
く
い
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。こ
の
症
状
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
で
も
出
る
し
、レ
ビ
ー
小
体
型
で
も
出

ま
す
。も
う
一
つ
は
、天
候
の
変
化
や
気
圧

の
変
化
で
症
状
が
出
や
す
い
で
す
。

　
最
後
は「
前
頭
側
頭
型
認
知
症
」で
、100

人
の
う
ち
の
３
人
く
ら
い
の
割
合
で
非
常

に
少
な
い
で
す
が
こ
の
認
知
症
の
特
徴
を

皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
覚
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
社
会
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。

信
号
が
赤
な
の
に
道
路
を
渡
っ
て
し
ま

う
。シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
ぐ
る
ぐ
る
歩

き
回
り
、気
に
な
っ
た
も
の
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
れ
て
し
ま
う
。そ
ん
な
事
を
す
る
人
で

な
か
っ
た
方
が
万
引
き
の
よ
う
な
行
為
を

し
て
し
ま
う
の
で
す
。今
で
も
や
は
り
偏

見
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
方
の
人
権

を
守
る
、理
解
す
る
の
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
認
知
症
は
自
覚
で
き
る
の
か
・
心
の
ケ
ア

で
悪
化
を
防
ぐ
】

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
覚
が
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。家
族
に
も
、か
か
り
つ
け
の
先
生
に

も
言
え
な
い
、誰
に
も
言
え
な
い
か
ら
心

配
に
な
る
。そ
の
時
に
は
地
域
の
皆
さ
ん

は
そ
の
方
の
つ
ら
い
気
持
ち
に
耳
を
傾
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
話
を
聞
き
ま
す
」

と
い
う
人
が
い
る
だ
け
で
、ど
れ
だ
け
気

持
ち
が
楽
に
な
る
か
。

　
薬
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、嘘
の
よ

う
に
治
る
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。適
切
な
ケ

ア
や
ご
家
族
の
理
解
の
中
で
安
定
し
た

「
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
」を
す
る
と
悪
く
な

り
に
く
い
と
デ
ー
タ
に
も
出
て
い
ま
す
。

心
の
ケ
ア
が
い
か
に
大
事
だ
と
い
う
こ
と

が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

【
若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
】

 
40
・
50
代
で
の
発
症
が
非
常
に
最
近
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
50
代
前
半
の
方
の
事
例
で
す
。仕
事
や

家
事
を
つ
と
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か…

当

事
者
は
自
分
の
事
だ
け
で
な
く
、家
族
の

生
活
が
ど
う
な
る
ん
だ
、子
ど
も
の
学
費

を
保
証
す
る
制
度
は
あ
る
の
か
、世
間
に

迷
惑
を
掛
け
な
い
方
法
は
あ
る
の
か…

。

恐
怖
に
打
ち
震
え
て
相
談
し
に
来
ら
れ
ま

し
た
。そ
ん
な
時
に
周
囲
に
聞
い
て
く
れ

る
人
が
い
れ
ば
気
持
ち
が
楽
に
な
る
。

　
一
般
的
に
は
若
い
方
は
症
状
の
進
行
が

速
く
、ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い
く
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。　

　
し
か
し
臨
床
で
は
違
い
ま
す
。認
知
症

の
混
乱
が
押
さ
え
ら
れ
て
き
た
ら
、体
力

が
あ
る
か
ら
長
く
診
察
し
て
き
た
方
も
結

構
い
ま
す
。中
に
は
29
年
間
受
診
し
て
く

れ
た
方
が
３
人
い
ま
す
。

　
こ
う
い
う
方
が
地
域
に
い
た
時
、「
地
域

の
み
ん
な
は
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
」

は
と
っ
て
も
大
事
で
す
。

【
認
知
症
悪
化
防
止
に
効
果
的
な
４
つ
の
こ

と
】

　
悪
化
防
止
に
は
次
の
四
つ
が
大
事
で

す
。ま
ず
食
事
と
水
分
。水
分
摂
取
量
が

少
な
く
な
る
と
認
知
症
は
悪
化
し
や
す

い
。ま
た
、飽
食
は
い
け
ま
せ
ん
。御
馳
走

は
何
か
の
時
に
親
し
い
方
と
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。普
段
は
粗
食
が
基
本
で
す
。

　
運
動
は
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
の
散
歩
く
ら

い
、一
日
15
分
歩
け
ば
血
流
を
確
保
で
き
ま

す
。

　
そ
し
て
心
の
フ
レ
イ
ル
を
防
ぐ
こ
と
も

大
事
で
す
。家
に
ず
っ
と
い
て
、体
も
心
も

動
か
な
い
と
ど
ん
ど
ん
弱
っ
て
し
ま
い
ま

す
。人
と
の
交
流
も
大
事
で
す
。仲
良
し
の

人
も
い
い
け
れ
ど
、前
頭
葉
を
活
発
に
す

る
に
は
、ち
ょ
っ
と
気
の
遣
う
相
手
と
話
す

の
が
効
果
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
強
調
し
た
い
の
は「
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
」
。
き
れ
い
事
に
聞
こ
え
ま
す

が
、認
知
症
で
あ
っ
て
も
不
都
合
は
こ
れ
と

こ
れ
だ
け
ど
、こ
れ
は
で
き
る
と
思
い
続

け
る「
希
望
」が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
事
で

す
。

【
重
度
の
認
知
症
に
な
る
と
】

　
徐
々
に
悪
く
な
っ
て
い
く
と
出
て
く
る
、

け
い
れ
ん
発
作
、誤
嚥
性
肺
炎
が
死
因
の

大
き
な
要
因
で
す
。
脳
が
縮
む
こ
と
に

よ
っ
て
け
い
れ
ん
症
候
性
て
ん
か
ん
と
し

て
起
こ
り
ま
す
。誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す

る
に
は
、口
腔
ケ
ア
が
大
事
で
す
。

　
誤
嚥
と
い
う
の
は
食
べ
物
を
飲
み
込
も

う
と
し
た
ら
普
通
は
食
道
に
行
き
ま
す
が

間
違
っ
て
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。89
％
の
誤
嚥
の
理
由
は
食
べ
る
時
で

は
な
く
、唾
液
と
と
も
に
雑
菌
が
流
れ
込

ん
で
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
す
こ
と
が
多
い
で

す
。口
を
ゆ
す
ぐ
だ
け
で
、起
き
る
割
合
が

１
割
く
ら
い
低
下
し
ま
す
。口
腔
ケ
ア
が

そ
の
方
の
命
を
左
右
す
る
く
ら
い
大
事
だ

と
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
介
護
家
族
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
】

　
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
に
、ご

家
族
の
心
に
起
き
る
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　
最
初
は
「
驚
愕
」の
時
期
、無
意
識
に

「
否
定
」す
る
時
期
、次
に「
怒
り
」
、「
う

つ
」、「
適
応
」、「
再
起
」。何
度
も
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
し
言
わ
れ
る
と
、家
族
の
中

に
も
怒
り
が
出
て
く
る
。そ
の
怒
り
が
本

人
に
向
く
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、職
員
さ

ん
に
こ
れ
も
し
て
あ
れ
も
し
て
と
い
う
要

求
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。家
族

に
は
様
々
な
気
持
ち
の
変
化
が
あ
っ
て
上

手
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
け
ば
、や
が
て
適
応

し
て
い
き
ま
す
。３
年
半
く
ら
い
が
本
人

の
混
乱
す
る
ピ
ー
ク
で
、そ
の
時
期
に
家

族
の
体
調
が
悪
く
な
る
。安
定
す
る
５
年

目
、７
年
目
に
は
破
綻
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、

自
分
の
こ
と
は
二
の
次
に
し
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
も
周
り
が
十
分
に
注
意
し
て
あ

げ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
】

　
地
域
包
括
ケ
ア
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
そ
ん
な
社
会
が
あ
っ
た
ら
い
い

け
れ
ど
、個
人
主
義
の
社
会
の
中
で
地
域
の

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
。セ
ル
フ
ネ
グ

レ
ク
ト
で
自
分
か
ら
地
域
に
出
て
こ
な
い

人
を
見
か
け
た
ら
地
域
か
ら「
あ
の
人
大

丈
夫
か
な
？
」と
い
う
情
報
が
入
れ
ば
、行

政
や
専
門
職
が
い
ち
早
く
関
わ
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
が
、本
当
の
地
域
包
括
ケ
ア
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

※

講
演
中
の
デ
ー
タ
と
は
松
本
先
生
の
今

ま
で
の
診
療
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　事
例
研
究
発
表

　
当
施
設
の
フ
ロ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
看
取
り

介
護
や
当
施
設
で
の
事
例
に
つ
い
て
、発

表
い
た
し
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
う

松
本
一
生
先
生
講
演
会

「
当
施
設
に
お
け
る
看
取
り
介
護
に
つ
い
て
」

⑴　全体
　�　多くの設問において、概ね好意的回答が多くを占める結果となりまし

た。
　�　しかし、長期・短期とも、「行事の満足度」で前回同様、「好意的回

答」が少なくなっています。特に短期では、デイサービスを利用されて
いるご利用者様が多いため、デイと比較しての回答とも考えられますが、
引き続き満足度を高められるよう、限られた介護人員の中で工夫し取り

組んでまいります。
　�　また、令和５年度分では、長期の食事に関する設問で「どちらともい

えない」が回答の４分の１を占めていましたが、今年度に関しては「好
意的回答」が増えております。食事は、入居生活の大きな楽しみである
ことから、物価高騰等の諸状況を考慮しつつ、ご入居者様・ご利用者様
の満足度の維持に努めてまいります。

⑶　まとめ
　�　今回のアンケートは、令和５年４月に直接面会を再開し、更に令和６年

６月から面会制限や外出制限を緩和し約１年経過後、実施いたしました。
　�　ご家族様との面会や外出の機会を増やし、当施設が提供している介護

ケアの内容や接遇、また居住環境等を身近に感じていただいた上での

結果だと認識しております。
　�　多くの肯定的な意見に感謝しつつ、ご指摘を受けた点については、可

能な限り改善に向けて取り組んでまいります。

⑵　主なご意見
○好意的ご意見

項目 サービス
区分 ご意見

安心感 長期

施設の皆さんの雰囲気が良いので安
心しています。
入院中、母が「憩いの郷に戻りたい！」
と言っていました。

清潔感 長期 面会時、毎回きれいだと思っています。

食事の
満足感

長期 母の状態に合わせてくださってありが
とうございます。

短期 ３食共にメニュー、味付けが良い。

行事の
満足度

長期 気分転換になって、認知症状の進行が
遅らせられると嬉しいです。

短期 外へ連れて行ってもらってすごく喜ん
でいました。

情報提供
の満足度 長期 何かあった時はすぐに電話で報告して

くれる。
言葉遣い 長期 皆さん丁寧に言葉がけされています。

話し
やすさ

長期 電話対応等大変親切で話がしやすく
思います。

長期 若い職員さん含め、言葉が丁寧です。
専門的
知識 短期 退所時、持ち物や服装がきちんと整っ

ている。

○否定的ご意見

項目 サービス
区分 ご意見 対応

清潔感 長期 居室のテーブルの下やテーブルが汚れて
いる時がある。

清掃業務従事の体制の見直しや職員教育を徹
底し、清潔な住環境の提供に努めます。

食事の
満足感 長期 ちらし寿司でもいいので、お寿司が食べた

いと言っています。
給食委員会で検討のうえ、可能な限りメニュー
の改善に取り組みます。

行事の
満足度

長期 季節の良い時期に外の空気に触れられる
と良いと思います。

職員体制が許す限り、７階ルーフガーデンや近
隣の寺社仏閣等への外出を検討します。

長期 いつどのような行事が行われているかわか
らないので、予定表があるといいです。

ＨＰやインスタグラムで最新の情報を提供して
まいります。

長期
大がかりなことは大変だと思うので、日々、
時間のある時にカルタとりをするなど、コミ
ュニケーションの時間があるとよい。

時間の許す限り、簡単なゲームや体操などを生
活の中に取り入れていきます。

短期 退屈。しかし職員が忙しそうで何も言えない。

情報提供
の満足度 長期 （皮下出血の報告等）マイナス情報ばかり

提供されると家族としても落ち込みます。

お伝えすべきことは伝えつつ、日常のちょっとし
たエピソード（行事に参加された、笑顔が見ら
れた等）もお伝えしていきます。

職員の�
言葉遣い 長期 職員によって、提供される情報量が違う。

具体的な様子を聞かせてほしい。

経験年数により職員のレベルが違うが、研修や
経験させることにより、職員のレベルアップを図
りつつ、家族と信頼関係を築き、家族が知りた
い情報を提供できるような体制づくりに取り組
んでまいります。

専門的
知識 短期 発熱時、施設内でとりあえずの対処をお願

いしたい。
集団生活を送っていただく施設である以上、やむ
を得ない部分があるが、今後の課題といたします。
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東
京
で
は
だ
し
が
禁
止
さ
れ
た
の
は
明
治
34
年
。

柳
田
國
男
の『
明
治
大
正
史 
世
相
篇
』に
よ
る
と
、「
主

た
る
理
由
は
非
衛
生
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
い

わ
ゆ
る
対
等
条
約
国
の
首
都
の
体
面
を
重
ん
ず
る
動

機
も
（
略
）
働
い
て
い
た
」
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
都
市
や
国
家
の
体
面
か
ら
生
活
環
境

の
向
上
が
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
39
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
訪
日
客
の
印
象
を
良
く
す

る
た
め
、
今
や
当
た
り
前
の
定
期
的
な
ご
み
収
集
等

が
始
ま
り
、
首
都
の
衛
生
状
態
が
大
き
く
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
令
和
3
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、
法
改
正
に
よ
り
、
先
進
国
の
中
で
規
制
が
緩
か
っ

た
受
動
喫
煙
対
策
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
諸
外
国

に
立
ち
遅
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
予
約
や
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス

等
、
ネ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
普
及
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、

逆
に
急
速
に
進
む
こ
と
へ
の
危
う
さ
も
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
現
状
で
は
、
高
齢
者
等
、
ネ
ッ
ト
へ
の
順
応

が
難
し
い
人
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々

が
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
の

下
で
普
及
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

先
進
国
の
体
面
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西
陣
憩
い
の
郷
だ
よ
り
／
第
38
号
　
令
和
７
年
11
月
15
日
発
行
　﹇
編
集・発
行
﹈社
会
福
祉
法
人
北
野
健
寿
会
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
西
陣
憩
い
の
郷
　
発
行
責
任
者
　
谷
利
康
樹
　
〒
6
0
2

－  

8
4
7
6
　
京
都
市
上
京
区
桐
木
町
8
8
5
の
1
　
T
E
L
0
7
5・4
3
1・1
5
1
3
　
F
A
X
0
7
5・4
3
1・1
5
1
4

研

修
・
防

災

訓

練

９
世
紀
初
頭
に
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
神
殿
は
、
高
さ

25ｍ
、
９
層
の
基
壇
を
も
ち
、
マ
ヤ
文
明
の
建
築
技
術
の
高

さ
を
示
す
建
造
物
で
す
。

写
真
左
下
の
蛇
頭
ク
ク
ル
カ
ン
に
連
な
る
階
段
側
面
は
、

年
に
２
回
春
分
と
秋
分
の
日
に
、
日
影
に
よ
り
羽
が
出
現

し
た
よ
う
に
見
え
る
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
マ
ヤ
天
文
学
の

粋
が
集
ま
って
い
ま
す
。

大
神
殿
エ
ル
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ョ

「
チ
チ
ェ
ン
・
イ
ツ
ァ
ー
／
メ
キ
シ
コ
」

表
紙
写
真
の
解
説

施
設
長  

谷
利 

康
樹

施 設 のご 案 内

TEL.075-431-1513
FAX.075-431-1514

千
本
通

千本釈迦堂

京都駅方面より
市バス6・206・50系統

四条河原町方面より
市バス46・59・201系統
「千本今出川」バス停

下車徒歩3分

MAIL. nishijin-ikoi@kitano-kenjukai.or.jp

お問合せはこちらまで

五辻通

西陣憩いの郷

今出川通

相馬病院

七
本
松
通北

野
天
満
宮

卍

N

編
集
後
記

介護スタッフ募集中

施 設 のご 案 内

TEL.075-431-1513
FAX.075-431-1514

千
本
通

千本釈迦堂

京都駅方面より
市バス6・206・50系統

四条河原町方面より
市バス46・59・201系統
「千本今出川」バス停

下車徒歩3分

MAIL. nishijin-ikoi@kitano-kenjukai.or.jp

お問合せはこちらまで

五辻通

西陣憩いの郷

今出川通

相馬病院

七
本
松
通北

野
天
満
宮

卍

N

介護スタッフ募集中
詳細はお問い合わせください。

西
陣
憩
い
の
郷
だ
よ
り
38
号
を
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、敬
老
の
日
に「
ご
長
寿
の

お
祝
い
」を
施
設
行
事
と
し
て
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。本
誌
５
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま

す
よ
う
に
当
施
設
に
ご
入
居
さ
れ
て
い
る
100

歳
以
上
の
方
５
名
に
理
事
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
、お
祝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
も
施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
入
居

者
様
の
ご
様
子
等
、広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）を
通
じ
て
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
広
報
誌
担
当
）

介護サービスの質の向上に向け、外部講師を招いて虐待防止やメ
ンタルヘルスに関する研修、他にも施設職員が中心となり、お看取り
や食中毒予防に関する研修等幅広い内容の研修を実施しています。
また、非常時に備えた避難訓練やBCPシミュレーション訓練も実施

いたしました。

寄付金のお願い
　「西陣憩いの郷」を運営する社会
福祉法人北野健寿会では事業所の
修繕事業やサービス内容の向上、
また、地域貢献活動を進めるにあ
たり皆様からのご寄付を受け付け
ております。
　尚、お寄せいただいた寄付は寄
付金控除の対象となります。
ぜひご支援を賜りますようお願い
申し上げます。
　また、ご退居時以外の職員への
菓子類等のお心づけはお断りさせ
ていただいております。合わせてお
願いいたします。

担当　事務長　西川

施設ケアマネによる看取り研修
当法人評議員の兼松豊講師による

「人間関係論」の研修

排泄に関する研修

避難訓練の様子 外部講師による身体拘束廃止・高齢者虐待防止に関する研修

外部講師によるメンタルヘルス研修

5F 介護担当
平野 純子

6F 介護担当
茂手木 清美

5F 介護担当
田端 三喜子

看護担当
桶口 信代

新 入 職 員 10月31日現在

よろしくお願いいたします！


